
【医療】成人移行期医療支援 

（医師会の協力による、地域かかりつけ医への移行） 

 

支援者 

・Ｎ医師 

・太田市医師会 

・重症心身障がい児者父母の会 くれよんの会 

 

● 背景や目的 

きっかけ・背景 

成人した重症心身障がい者に対して、O 病院小児科より、今後は成人病
の心配もあるので、小児科ではなく内科など他科に移ることを勧められ
る。 

 

● 支援の内容と経過 

どのような 

支援・活動を 

行ったか  

①くれよんの会 
・成人した重症心身障がい者の地域病院への移行を、太田市全体で対応

してもらうため、くれよんの会の保護者 10 数名で太田市に相談。 
・太田市長と面談の機会を得て、現状を伝える。 
 
②太田市長より、太田市医師会に相談。 
 
③太田市医師会 
・Ｎ医師より、医師会メンバーに重症心身障がい者を受け入れられるか

声かけをしてもらう。 
・通院・往診可能な医療機関数か所から手が挙がった。 
・手が挙がった医療機関の中で、地域医療機関へとかかりつけ医を移行

していった。 

   



● 今後の課題やアドバイス 

今後の課題や 

工夫した点 

・同じ悩みを持つ保護者達が集まることで、市長に伝えることができ
た。 

・医師会で受け入れの検討をしてもらう際には、受診環境（バリアフリ
ーや診察の待ち時間等）の条件を伝えて、スムーズな受診の希望をだ
した。 

・現状を知ってもらうことが支援につながる。行政や医師会に困ってい
る現状を伝えることが大切。 

・N 医師は、日ごろから、くれよんの会のプール活動に参加するなど、
重症心身障がい者との関わりがあり、医師会で重症心身障がい者も
「普通の子供」と説明をしてくれたため、医師が受け入れやすくなっ
た。 

感想 

・重症心身障がい者の地域医療機関への移行は、断られる不安と新しい
医療機関での信頼関係の構築に不安があったが、医師会が関わってく
れたことで受け入れ可能な医療機関を紹介してもらえ、不安が軽減し
た。 

・O 病院から移行する際、O 病院から「O 病院は 3 次救急を担ってい
るため、地域医療機関へ移行しても急変時は O 病院で対応する」と
言われた。地域医療機関と基幹病院の役割分担を知り、不安が軽減し
た。 

同じ経験を 

している家族へ 

伝えたいこと 

今回は、くれよんの会の呼びかけで、まとまった人数で行政に伝える
ことができました。会がない所は、同じ悩みをもつ人達を集めて伝える
か、また、個人的にでも相談できそうな所に連絡するとよいと思います。 

まずは困りごとを知ってもらうことです。 

 


